
4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月
環境調整技術 □快適な療養生活環境（室温・湿度・換気・採光・臭気・騒音）★

□臥床患者のベッドメーキング・リネン交換★
□病床の環境整備　★

食事援助技術 □経管栄養の注入・管理　★ □病状に合った食生活のための指導
□臥床患者・嚥下障害患者の食事介助　★

排泄援助 □自然排尿・自然排便への援助★
□浣腸ができる □摘便ができる
□導尿ができる □膀胱内留置カテーテルの挿入と管理

活動・休息援助技術 □歩行介助・移動・移送の介助★ □活動に制限のある患者の体位変換　★ □体動・移動注意が必要な患者の援助（不穏、不動、情緒不安定、高齢者　★
□関節可動域訓練・廃用症候群予防の援助
□入眠・睡眠の援助　★

清潔・衣清潔援助技術 □臥床患者の全身清拭★　　□臥床患者の洗髪
□入浴介助 □口腔ケア★
□部分浴・陰部ケア・おむつ交換　★
□患者に合わせた衣生活支援（衣服交換、整容）★ □点滴中の患者の寝衣交換

呼吸・循環を整える技術 □手順に基づく酸素療法の実施・管理　★
□手順に基づく吸引（口腔内・鼻腔内）の実施★　□体温調節の実施★□手順基づく吸引の実施（気管内）モデルにて □人工呼吸器装着中の患者の観察・管理の見学（分院実習）
□手順に基づくネブライザー吸入療法★ □手順に基づく体位ドレナージの実施

創傷管理技術 □創傷処置の技術　□褥瘡予防の技術★ □部位に応じた包帯法の選択の実施
与薬の技術 □手順の基づく経口薬・外用薬・座薬の与薬　★ □輸液ポンプ、シリンジポンプの準備・管理★ □輸血の準備、介助、輸血中の観察、□麻薬与薬の観察・管理（分院実習）

□手順に基づく皮下注射の実施□筋肉注射の実施 □抗菌薬、抗ウイルス薬の用法の理解と副作用の観察★□手順に基づく皮内注射の実施（経験なければDVD学習）
□手順に基づく静脈内注射、点滴内静脈注射の準備・管理 □インスリン製剤の管理と副作用の観察 □手順に基づく中心静脈内注射の準備、介助、管理（分院実習）

症状・生体機能管理技術 □バイタルサインの観察とアセスメント★
□身体計測　★　□パルスオキシメーターの測定・評価　★
□静脈血採血と検体の取り扱い★　□採尿・尿検査の援助
□血糖測定と検体の取り扱い、評価★ □動脈血採血の準備、介助、検体の取り扱い（分院実習）

安楽確保の技術 □安楽な体位の保持★　□罨法等安楽促進ケア □リラクゼーションの実施（呼吸法・自立訓練法など） □精神的安寧を保つための看護ケアの実施（患者の嗜好、習慣などを取り入れたケア）
感染防止の技術 □標準予防策の実施★　□必要な防護用具の選択★ □針刺し事故、粘膜暴露等による職業感染防止

□無菌操作の実施★　□医療廃棄物の取り扱い★ と事故後の対応★
□洗浄、消毒、滅菌の取り扱い

安全確保の技術 □誤薬防止の手順に沿った与薬★　□患者誤認防止の実施★ □転倒転落防止策の実施、評価★ □チームメンバーへの応援要請、コードブルーの説明★
救急救命処置技術 □意識レベルの把握★ □救急カートの取り扱い、点検 □アンビューバックの使用★　□手順に基づく気管内挿管の準備、介助★

□閉鎖式心臓マッサージの実施★　□気道確保★　□止血処置（外傷性の止血）
入退院、逝去時の看護 □入院の受け入れができる★ □患者の退院指導ができる　□死後のケアができる
精神科領域の看護技術 □行動制限の種類と内容がわかる★ □代理行為ができる★

□外出・外泊の対応　★　□通信に関しての対応★ □隔離治療に伴う看護が指導のもとできる。 □行動制限に伴う記録ができる。
□面会時の対応★ □拘束治療に伴う看護が指導のもとできる。
□抗精神薬の作用・副作用が分かる★ □抗精神薬が安全に与薬できる。副作用の観察まで★

病棟独自の計画

3側面含めて計画

評価
□技術チェックリスト、パ
スの確認（１か月振り返

り）

□技術チェックリス
ト、パスの確認
（３か月振り返り）

□技術チェックリ
スト、パスの確認
（６か月振り返り）

□技術チェックリ
スト、パスの確認
（９か月振り返り）

□技術チェックリ
スト、パスの確認
（１２か月振り返

り）

４
週
目

５
週
目

（教育担当者：副
師長と実地指導
者で立案）

★1年以内に経験習得を目指す技術!!　青字：今回一人でできるⅠに追加された技術　　谷山病院新人教育パス№２（技術的側面の習得）・・看護職員としての基本的姿勢と態度、管理的視点を統合して習得を目指す
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